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2. 日本在来小麦と中国育成小麦の赤かび病抵抗性遺伝子の比較

と集積

〔要約〕小麦赤かび病抵抗性品種の延岡坊主小麦（日本在来）と蘇麦3号（中国育成）との雑種Flに
由来する半数体倍加系統を用い、関与する抵抗性遺伝子の数が推定され、両品種のもつ抵抗性迫伝子を
堡聾した系統が作出できる。
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〔背景・ねらい〕

l 連絡先10298(38)6305

l 対象 l 小麦 1分類1研究

小麦の赤かび病は、生産低下とかび毒汚染をおこす世界的な小麦の最重要病害であり、とくに開発途上
地域における小麦の持続的安定生産には抵抗性品種の育成が重要な要素になる。しかし有効な抵抗性育
種素材が限られており、抵抗性の逍伝様式も十分に明らかでない。そこで、日本と中国の品種で抵抗性
の追伝様式を明らかにし、それらの抵抗性を集積した有望系統を作出する。

〔成果の内容•特徴〕
l. 延岡坊主小麦（日本在来）と蘇麦3号（中国育成）の雑種Flから育成した半数休倍加系統(120系

統）の抵抗性は、強とやや強で7:1 に分離するので、両品種では少なく とも3個の抵抗性主働造伝子
が異なる。また、罹病性系統が分離しないので、延岡坊主小麦 と蘇麦3号は共通の抵抗性造伝子をも
つ（表1 、図I)。

2. 6B染色1本長腕上の茫の抑制逍伝子B2によって短頂茫になる半数体倍加系統においては赤かび病抵
抗性は3遺伝子モデルの7:Iに分離するが、82を有しない長 茫系統では2逍伝子モデルの3:1 の分離比
に適合する。また、両系統群で抵抗性の平均値に有意な差が認められるこ とから、両親何れかの抵抗
性辿伝子の1つが6B染色体長腕上の 82造伝子に連鎖する（表1)。

3. 延岡坊主小麦と蘇麦3号の抵抗性を集積し、両親並で小麦中間母本農4号よりも高度な抵抗性 を示す
66系統を選抜した。

〔成果の活用面・留意点〕
1. 複数の赤かび病抵抗性辿伝子に関する情報は、新しい抵抗性逍伝資源の探索と抵抗性逍伝子の集積

に活用できる。
2. 異なる辿伝査源の抵抗性辿伝子を集積した有望系統は、素材として小麦赤かび病抵抗性の品種改良に

活用できる。
3. 有望系統が、高いレベルの抵抗性をどの程度の頻度で後代へ伝えるか確認する必要がある。
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〔具体的デ ー タ〕

表1 （延岡坊主小麦x蘇麦3号） F1由来の半数体倍加系統における赤かび病に対する反応とモの形質の関係

赤かび病に対する反応(FHB) が値(FHB)

茫の形質 R MR s 計 2辿伝子モデル 3辿(R伝) 子モテル
3 (R) : I (MR) 7 : I (MR)

短頂茫 55 8 ゜ 63 5.08 (P<0.05) 0.002 (P>0.9) 

長茫 45 12 ゜ 57 0.47 (P>O. I) 3.81 (P<0.05) 

計 100 20 ゜ l20 4.44 (P<0.05) 1.92 (P>O. I) 

X 2 (茫） for I: I = 0.30 (P>O.J) 

FHB: R-強、MR—やや強、S 弱
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図1 (延岡坊主小麦 x 蘇麦3号） F1 由来の半数体倍加系統における赤かび病抵抗性の頻度分布。
＊両端矢印の線は抵抗性強(R)、やや強(MR)および罹病性(s)の標準品種のレンジを示す。
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